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を
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

復
興
期
成
会
の
会
長
と
し
て
、

佐
三
は
援
助
を
惜
し
ま
ず
、
こ

れ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
宗
像
氏
貞
が
天
正
６
（
１
５

７
８
）
年
に
再
建
し
て
以
来
、

お
よ
そ
４
０
０
年
ぶ
り
と
な
る

大
造
営
は
、
昭
和
46
（
１
９
７

１
）
年
、
着
工
か
ら
２
年
の
歳

月
を
か
け
て
完
了
。
同
年
11
月

12
日
に
遷
宮
（
せ
ん
ぐ
う
）
大

祭
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

大
切
に
さ
れ
て
い
る
　

宗
像
と
の
関
係
・
　
　

出
光
社
内
の
宗
像
大
社

　
出
光
の
事
務
所
や
製
油
所
な

ど
に
は
、
宗
像
大
社
が
建
立
さ

れ
、宗
像
三
女
神
が
祀
（
ま
つ
）

島
の
学
術
調
査
が
実
施
さ
れ
、

数
多
く
の
貴
重
な
神
宝
と
祭
祀

（
さ
い
し
）
の
跡
を
発
見
。
そ

の
後
、
２
度
に
わ
た
る
学
術
調

査
を
経
て
、
昭
和
33
（
１
９
５

８
）
年
に
『
沖
ノ
島
』
を
、
昭

和
36
（
１
９
６
１
）
年
に
『
続

沖
ノ
島
』
を
、
昭
和
52
（
１
９

７
７
）
年
に
『
宗
像 

沖
ノ
島
』

を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

昭
和
の
大
造
営

　
宗
像
神
社
史
上
巻
発
刊
後
の

昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
、
佐

三
の
悲
願
だ
っ
た
「
宗
像
神
社

を
往
年
の
姿
に
戻
す
」
の
実
現

に
向
け
て
、
辺
津
宮
本
殿
の
修

復
工
事
に
着
工
し
ま
す
。
修
復

は
、総
工
費
約
10
億
円
（
当
時
）

ら
れ
て
い
ま
す
。
建
設
工
事
の

竣
工
（
し
ゅ
ん
こ
う
）
時
な
ど

で
は
、
宗
像
大
社
か
ら
神
職
を

招
い
て
神
事
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
郷
土
の
氏
神
を
敬
い
、

人
を
愛
し
、
大
事
に
す
る
と
い

う
佐
三
の
「
敬
神
愛
人
」
の
精

神
は
、
現
在
も
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。

タ
ン
カ
ー
の
名
称
に
　

見
ら
れ
る
宗
像
の
地
名

　
出
光
が
建
造
し
た
タ
ン
カ
ー

の
名
称
に
は
、沖
ノ
嶋（
島
）丸
、

赤
間
丸
、
大
嶋
（
島
）
丸
、
宮

田
丸
、
玄
海
丸
、
高
宮
丸
の
よ

う
に
、
宗
像
の
地
名
を
冠
し
た

も
の
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
出
光
佐
三
は
、
宗
像
に
大
き

な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。現
在
、

海
の
道
む
な
か
た
館
で
は
、
平

成
27
年
度
春
の
特
別
展
「
日
本

人
に
か
え
れ
・
出
光
佐
三
展
～

出
航
の
地
・
宗
像
か
ら
世
界
へ

～
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
見
に
来
て
く
だ
さ
い

（
文
化
財
職
員
・
坂
本
雄
介
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
課

☎
（
62
）
２
６
０
０

は
と
思
い
、
昭
和
17
（
１
９
４

２
）
年
11
月
、
宗
像
神
社
再
建

の
た
め
、
佐
三
が
中
心
と
な
り

「
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
」
を

結
成
し
ま
し
た
。

　
宗
像
神
社
史
の
刊
行

　
宗
像
神
社
再
建
に
向
け
動
き

始
め
た
佐
三
は
、
政
府
高
官
か

ら
「
気
持
ち
は
分
か
る
が
、
物

事
に
は
順
序
が
あ
り
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
。
し
か
し
、『
宗

像
神
社
史
』
を
作
っ
た
ら
、
日

本
の
神
社
に
関
し
て
あ
ら
ゆ
る

こ
と
が
分
か
る
ぐ
ら
い
に
、
神

社
史
と
し
て
は
最
高
の
も
の
と

な
る
だ
ろ
う
。そ
れ
が
あ
れ
ば
、

何
も
運
動
し
な
く
て
も
ひ
と
り

で
に
解
決
す
る
」
と
の
助
言
を

受
け
、『
宗
像
神
社
史
』
の
刊

行
に
向
け
て
、
資
料
の
収
集
、

調
査
、
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
終
戦
を
は
さ
ん
で
一
時
作
業

は
中
断
し
ま
す
が
、昭
和
36（
１

９
６
１
）
年
に
上
巻
を
、
昭
和

41
（
１
９
６
６
）
年
に
下
巻
を
、

昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
に
附

巻
を
そ
れ
ぞ
れ
完
成
さ
せ
ま
し

た
。沖

ノ
島
の
学
術
調
査

　
神
社
史
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）

の
途
中
、
沖
ノ
島
で
は
、
何
が

ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
た

の
か
誰
も
分
か
ら
ず
、
現
地
で

の
詳
細
な
調
査
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、昭
和
29（
１

９
５
４
）
年
に
、
初
め
て
沖
ノ

学びの里

第49回

　
佐
三
は
、
世
界
で
活
躍
し
な

が
ら
、
宗
像
人
で
あ
る
こ
と
を

誇
り
に
し
、
故
郷
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。
宗
像
に
対
す
る

思
い
や
宗
像
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

す
。

宗
像
神
社
の
復
興

　　
昭
和
12
（
１
９
３
７
）
年
２

月
、
貴
族
院
議
員
に
選
ば
れ
た

後
、
参
拝
の
た
め
に
宗
像
神
社

を
訪
れ
た
と
き
、
拝
殿
を
見
る

と
、
屋
根
は
壊
れ
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
ト
タ
ン
が
さ
し
て
あ

り
、
腐
れ
か
か
っ
た
場
所
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
光
景
を
目
の

当
た
り
に
し
た
佐
三
は
、
ひ
ど

く
心
を
痛
め
ま
し
た
。

　
早
く
元
の
姿
に
戻
さ
な
く
て

経営哲学に大きな影響を与えた
佐三の言葉

「人間尊重」（佐三謹書）

84
歳
の
時
の
出
光
佐
三

【
出
光
佐
三
と
は
】

　

明
治
18
（
１
８
８
５
）
年
８
月
22
日
、
宗

像
郡
赤
間
村
（
現
在
の
赤
間
）
で
藍
（
あ
い
）

問
屋
を
営
む
父
・
藤
六（
と
う
ろ
く
）と
母
・

千
代
の
間
に
二
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

成
長
し
た
佐
三
は
、
赤
間
小
学
校
、
東
郷

高
等
小
学
校
、
福
岡
商
業
高
校
を
卒
業
後
、

商
業
教
育
の
府
と
し
て
全
国
で
２
番
目
に
設

立
さ
れ
た
神
戸
高
商
へ
と
進
学
。
こ
の
神
戸

高
商
で
の
４
年
間
で
、
佐
三
は
実
に
多
く
の

こ
と
を
学
び
、
後
の
「
人
間
尊
重
」「
大
家

族
主
義
」
と
い
っ
た
経
営
哲
学
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。

　

神
戸
高
商
卒
業
後
、
個
人
商
店
の
酒
井
商

会
へ
丁
稚
（
で
っ
ち
）
と
し
て
入
店
。
そ
の

後
、
淡
路
島
の
資
産
家
・
日
田
重
太
郎
の
援

助
を
受
け
、
明
治
44
（
１
９
１
１
）
年
、
北

九
州
市
の
門
司
に
、
出
光
商
会
を
開
店
し
ま

し
た
。
幾
多
の
困
難
に
直
面
し
て
も
独
自
の

経
営
哲
学
を
貫
き
、創
業
１
０
０
年
を
越
え
、

現
在
の
出
光
興
産
株
式
会
社
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

出
光
佐
三

　
と
宗
像

日
本
人
に
か
え
れ

出
航
の
地
・
宗
像
か
ら
世
界
へ

出
光
佐
三
展

宗
像
か
ら
世
界へ
と
こ
ぎ
出
し
た
人
物

　

２
０
１
２
年
の
夏
に
、
百
田
尚
樹
さ
ん
著
の
『
海
賊
と
呼
ば
れ
た
男
』

が
出
版
さ
れ
、
一
躍
脚
光
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の
本
の
主
人
公
は
、「
赤

間
宿
」（
当
時
の
宗
像
郡
赤
間
村
）
に
生
ま
れ
た
出
光
興
産
の
創
始
者
・

出
光
佐
三
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま
す
。


